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（
意
訳
） 

一
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
十
一
月
三
日
、（
池
田
九
郎
兵
衛
由
之
に
対
し
）
播
磨
国
に
お
い
て
（
所
領
を
）
一
万
二
千
石
ご
加
増
く
だ
せ
ら
れ
、
都
合
二
万
二
千
石
を
拝
知
い
た
し
ま
し
た
。
そ

し
て
ま
た
（
池
田
輝
政
の
）
御
意
に
よ
り
（
由
之
は
）
佐
用
郡
平
福
に
屋
敷
構
を
取
り
立
て
申
し
ま
し
た
。
こ
の
時
池
田
輝
政
様
よ
り
御
役
人
三
百
人
を
お
雇

や
と

わ
か
し
下
せ
ら
れ
、
築
造
工
事
が

成
就
し
た
後
、
月
日
は
不
明
で
す
が
、（
輝
政
様
が
）
平
福
へ
御
一
宿
な
ら
せ
ら
れ
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
（
輝
政
様
よ
り
の
）
拝
領
物
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容

は
不
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。
家
来
の
侍
た
ち
へ
も
御
小
袖
を
一
つ
づ
つ
下
さ
れ
た
と
承
り
伝
え
て
お
り
ま
す
。 

一
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
の
月
日
は
不
明
で
す
が
、
駿
河
（
の
駿
府
城
）
で
築
造
工
事
が
行
わ
れ
た
時
、（
池
田
由
之
は
）
権
現
様
（
徳
川
家
康
）
よ
り
御
馬
を
拝
領
つ
か
ま
つ
り
、（
大
御
所

様
よ
り
も
ら
っ
た
鹿
毛
の
馬
な
の
で
）
御
所
鹿
毛
と
名
付
け
て
久
し
く
所
持
い
た
し
て
い
た
よ
う
に
承
り
伝
え
て
お
り
ま
す
。 

（
語
彙
・
固
有
名
詞
の
解
説
） 

・
加
増
…
所
領
を
今
ま
で
よ
り
増
や
し
て
も
ら
え
る
こ
と
。
給
料
ア
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
（
お
金
で
は
な
く
土
地
が
も
ら
え
る
） 

・
為
御
意
…
主
君
や
貴
人
の
仰
せ
、
お
指
図
、
御
命
令
に
よ
り
、
く
ら
い
の
意
味 

・
屋
敷
構
…
陣
屋
の
よ
う
な
施
設
。「
構
」
は
平
地
の
城
館
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
。 

・
取
竪
…
取
り
立
て
に
同
じ
。
建
設
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
城
や
陣
屋
を
新
た
に
築
造
す
る
の
意
。 

・
雇
シ
…
や
と
わ
か
し
。
雇
う
こ
と
を
許
す
、
雇
わ
せ
る
の
意
。
こ
こ
で
は
池
田
輝
政
が
池
田
由
之
に
対
し
三
百
人
の
役
人
を
雇
う
こ
と
を
許
可
し
た
の
意
。 

・
普
請
…
工
事
。
土
木
工
事
の
こ
と
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
資
料
の
例
は
建
築
も
含
む
。 

・
拝
知
…
知
行
（
所
領
）
を
拝
領
す
る
（
え
ら
い
人
か
ら
貰
う
）
こ
と
。 

・
権
現
様
…
東
照
大
権
現
こ
と
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
～
一
六
一
六
年
）
の
こ
と
。 

・
輝
政
様
…
池
田
輝
政
（
一
五
六
四
～
一
六
一
三
年
）
の
こ
と
。
関
ヶ
原
合
戦
の
後
、
姫
路
城
主
と
な
り
播
磨
国
を
領
有
し
た
。 

・
平
福
…
兵
庫
県
佐
用
町
。
池
田
由
之
が
こ
の
と
き
築
造
し
た
利
神
城
跡
・
平
福
御
殿
屋
敷
跡
が
今
も
残
る
。 
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（
意
訳
） 

一
慶
長
十
四
年
二
月
二
十
六
日
、
（
池
田
由
之
に
対
し
）
池
田
輝
直
様
よ
り
一
万
石
の
（
所
領
）
御
加
増
を
下
せ
ら
れ
、（
由
之
は
）
都
合
三
万
二
千
石
に
て
（
備
前
国
）
児
島
郡
下
津
井
の
城
へ

（
播
磨
国
）
平
福
よ
り
ま
か
り
越
し
申
し
ま
し
た
。
こ
の
節
に
（
輝
直
様
の
）
御
意
に
よ
っ
て
（
由
之
は
自
分
の
）
名
前
を
「
出
羽
」
と
替
え
申
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

一
同
じ
年
の
月
日
は
不
明
で
す
が
、
丹
波
国
篠
山
城
の
築
造
工
事
の
節
、（
由
之
は
）
家
臣
の
堀
尾
清
左
衛
門
を
（
自
分
の
）
名
代
と
し
て
ま
か
り
越
し
（
工
事
の
手
伝
い
を
）
あ
い
勤
め
申
し
た

と
の
こ
と
で
す
。
慶
長
十
五
年
の
月
日
は
不
明
で
す
が
、（
由
之
が
）
名
古
屋
城
の
築
造
工
事
を
あ
い
勤
め
ま
し
た
節
、
台
徳
院
様
（
徳
川
秀
忠
）
よ
り
御
鷹
を
拝
領
つ
か
ま
つ
っ
た
と
の
こ
と

を
、
承
り
伝
え
て
お
り
ま
す
。 

（
語
彙
・
固
有
名
詞
の
解
説
） 

・
輝
直
様
…
播
磨
姫
路
藩
主
の
池
田
利
隆
（
輝
政
の
子
。
一
五
八
四
～
一
六
一
六
年
）
の
若
い
こ
ろ
の
名
前
。
照
直
と
も
。
幼
少
の
岡
山
藩
主
に
代
わ
っ
て
備
前
国
の
支
配
も
代
行
し
て
い
た
。 

・
名
を
出
羽
と
替
り
申
候
…
実
際
は
「
出
羽
」
は
名
前
で
は
な
く
「
出
羽
守
」
と
い
う
官
職
名
。
池
田
九
郎
兵
衛
由
之
が
出
羽
守
の
官
職
を
も
ら
い
、
こ
れ
以
後
は
「
池
田
出
羽
」
を
名
乗
る
よ
う

に
な
っ
た
、
と
い
う
意
味
。 

・
名
代
…
人
の
代
わ
り
に
立
つ
者
、
代
理
の
人
。
こ
こ
で
は
主
君
の
代
理
で
他
国
へ
の
使
者
を
勤
め
た
り
事
業
の
監
督
を
し
た
り
す
る
者
。 

・
台
徳
院
様
…
江
戸
幕
府
二
代
目
将
軍
徳
川
秀
忠
（
一
五
七
九
～
一
六
三
二
年
）
の
こ
と
（
台
徳
院
は
秀
忠
が
亡
く
な
っ
た
後
に
付
け
ら
れ
た
院
号
）。 
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（
意
訳
） 

一
同
（
延
宝
）
三
年
（
一
六
七
五
）、
禁
中
の
修
築
工
事
が
行
わ
れ
た
節
、（
私
＝
池
田
由
孝
は
）
役
人
を
二
十
人
さ
し
上
せ
申
し
、
京
都
に
お
い
て
（
工
事
担
当
者
の
）
池
田
左
兵
衛
の
手
へ
（
役

人
を
）
渡
し
ま
し
た
。（
そ
の
地
で
）
火
事
が
起
き
た
時
の
働
き
が
よ
ろ
し
か
っ
た
の
で
、
右
の
（
二
十
人
）
の
う
ち
七
人
に
（
対
す
る
褒
美
と
し
て
）
金
子
一
六
〇
〇
疋
を
拝
領
つ
か
ま
つ
り

ま
し
た
。
工
事
が
あ
い
済
み
、
十
一
月
二
十
九
日
に
役
人
た
ち
は
（
岡
山
へ
）
ま
か
り
下
り
ま
し
た
。 

（
語
彙
・
固
有
名
詞
の
解
説
） 

・
禁
中
御
普
請
…
禁
中
は
天
皇
の
御
所
、
皇
居
の
こ
と
。
京
都
御
所
は
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
に
失
火
で
大
部
分
が
焼
失
し
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
か
ら
再
建
工
事
が
行
わ
れ
た
。
池
田

綱
政
が
再
建
工
事
の
監
督
助
役
と
し
て
関
与
し
て
い
た
。 

・
池
田
左
兵
衛
…
実
名
は
「
信
起
」。
天
城
池
田
家
の
分
家
の
当
主
で
岡
山
藩
の
番
頭
。 

・
疋
…
ひ
き
。
金
銭
の
単
位
。
銭
一
〇
文
＝
一
疋
。
一
六
〇
〇
疋
は
一
六
〇
〇
〇
文
。
金
一
両
＝
四
〇
〇
〇
文
の
相
場
で
考
え
る
と
、
金
子
四
両
に
当
た
る
。 

 

 

          

（
意
訳
） 

一
同
（
文
政
）
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
正
月
、
天
城
新
田
に
雁
が
居
り
申
し
ま
し
た
の
で
、（
主
君
池
田
政
徳
か
ら
）
撃
ち
廻
り
＝
狩
猟
に
出
向
く
よ
う
仰
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。（
私
は
）
た
だ
ち

に
同
月
九
日
に
（
狩
猟
に
）
ま
か
り
出
で
、
雁
を
七
羽
撃
ち
取
っ
て
（
主
君
に
）
さ
し
出
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、（
主
君
は
）
ご
満
悦
に
思
し
召
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
（
私
が
）
一
羽
頂
戴
す
る
よ

う
仰
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

（
語
彙
・
固
有
名
詞
の
解
説
） 

・
雁
…
が
ん
。
カ
モ
目
カ
モ
科
の
鳥
の
う
ち
ハ
ク
チ
ョ
ウ
類
を
除
い
た
大
形
の
も
の
の
総
称
。
渡
り
鳥
で
日
本
に
は
冬
に
飛
来
し
て
春
に
北
へ
帰
る
。
狩
猟
の
対
象
。 

・
池
田
政
徳
…
天
城
池
田
家
八
代
目
当
主
（
一
七
九
九
～
一
八
四
五
年
）。 
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（
意
訳
） 

出
羽
様
（
池
田
出
羽
守
由
成
）
が
御
意
な
さ
れ
ま
す
こ
と
に
は
、（
出
羽
様
の
）
御
拝
知
の
う
ち
で
あ
れ
ば
（
徳
山
求
之
介
に
）
い
ず
れ
の
村
に
て
も
望
み
次
第
に
知
行
所
と
し
て
下
さ
る
つ
も

り
だ
と
御
意
な
さ
れ
ま
し
た
の
で
、（
徳
山
）
求
之
介
が
申
し
上
げ
ま
し
た
の
は
、
こ
の
た
び
改
め
て
在
々
を
見
及
び
ま
し
た
と
こ
ろ
、
児
島
郡
の
う
ち
通
生
村
と
申
す
と
こ
ろ
は
年
々
日
照
り

被
害
の
あ
る
場
所
に
て
下
札
米
も
物
成
も
少
々
し
か
収
納
で
き
な
い
場
所
に
て
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、（
住
民
の
）
人
数
が
多
い
村
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、（
こ
の
通
生
村
を
知
行
所
と
し
て
）

拝
領
し
た
く
存
じ
奉
る
と
い
っ
て
御
請
け
申
し
上
げ
ま
し
た
の
で
、（
出
羽
様
よ
り
）
た
だ
ち
に
右
の
通
生
村
の
う
ち
で
（
知
行
所
を
）
下
さ
れ
ま
し
た
。
唯
今
（
も
こ
の
通
生
村
は
）
私
（
徳

山
左
兵
衛
三
傑
）
の
知
行
所
に
て
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
年
号
も
月
日
も
不
明
で
す
が
、
右
の
通
生
村
は
用
水
の
不
自
由
な
村
で
し
て
、
年
々
損
亡
が
続
き
、
百
姓
た
ち
が
困
窮
つ
か
ま
つ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
同
所
の
用
水
が
か
り
の
大
池
を
（
徳

山
）
求
之
介
が
自
分
（
の
裁
量
で
）
取
り
立
て
て
や
り
、
今
に
（
至
る
ま
で
）
右
の
池
は
用
に
立
っ
て
お
り
申
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
求
之
介
が
（
大
池
を
）
取
り
立
て
て
や
っ
た
と
の
趣
（
に
つ

い
て
記
さ
れ
た
）
印
（
石
碑
の
こ
と
か
）
を
立
て
て
お
り
申
し
ま
す
。 

（
語
彙
・
固
有
名
詞
の
解
説
） 

・
下
札
米
物
成
…
下
札
（
さ
げ
ふ
だ
・
げ
さ
つ
）
は
年
貢
の
割
当
状
の
こ
と
、
物
成
は
田
畑
か
ら
の
収
穫
、
そ
こ
か
ら
差
し
出
す
年
貢
。
す
な
わ
ち
年
貢
米
の
こ
と
。 

・
通
生
村
の
大
池
…
倉
敷
市
児
島
通
生
。
大
池
は
現
在
も
児
島
通
生
に
残
っ
て
お
り
、
徳
山
氏
が
築
造
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
石
碑
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
着
工
、

正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
に
完
成
（
井
上
雄
風
『
拓
本
集
覧
倉
敷
と
周
辺
の
碑
』）。 
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（
意
訳
） 

一
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
丁
寅
五
月 

出
羽
様
（
池
田
出
羽
守
由
成
）
が
江
戸
（
屋
敷
）
の
御
留
守
を
し
て
い
る
の
で
（
徳
山
求
之
介
が
）
岡
山
御
屋
敷
の
御
留
守
番
を
あ
い
勤
め
て
お
り
申
し

ま
し
た
節
、
近
藤
牛
右
衛
門
と
申
す
者
の
せ
が
れ
彦
兵
衛
が
江
戸
に
て
強
盗
を
仕
り
、
（
公
儀
よ
り
）
御
穿
鑿
を
う
け
て
岡
山
へ
参
り
お
り
申
し
て
い
る
と
訴
人
が
白
状
し
た
の
で
、
（
近
藤
彦

兵
衛
を
）
召
し
捕
ら
え
申
す
べ
し
と
出
羽
様
が
江
戸
よ
り
仰
せ
下
さ
れ
ま
し
た
。
右
の
近
藤
彦
兵
衛
は
岡
山
（
城
下
町
の
）
中
之
町
の
裏
屋
に
お
り
申
す
と
の
こ
と
を
承
り
お
よ
び
申
し
ま
し

た
の
で
、
本
城
茂
右
衛
門
・
有
室
源
左
衛
門
・
松
坂
宗
左
衛
門
・
松
井
藤
七
郎
、
右
の
四
人
を
召
し
連
れ
て
（
徳
山
求
之
介
が
）
中
之
町
へ
参
り
、
松
井
藤
七
郎
に
は
遠
見
を
申
し
付
け
、
万
が

一
（
捕
り
物
を
）
仕
損
じ
て
近
藤
彦
兵
衛
が
立
ち
退
い
た
場
合
は
早
々
に
御
老
中
様
方
へ
参
り
、
松
井
藤
七
郎
に
は
右
の
様
子
を
申
し
届
け
る
よ
う
に
と
申
し
付
け
、
残
り
の
三
人
を
召
し
連

れ
て
近
藤
彦
兵
衛
が
ま
か
り
在
る
裏
屋
へ
押
し
込
ん
で
、
早
速
（
近
藤
彦
兵
衛
を
）
召
し
捕
り
、（
そ
の
身
柄
を
）
公
儀
へ
あ
い
渡
し
申
し
ま
し
た
。
そ
の
節
、
出
羽
様
が
（
徳
山
求
之
介
の
仕

事
ぶ
り
を
知
っ
て
）
御
感
悦
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
江
戸
よ
り
御
書
を
下
さ
れ
、（
そ
の
出
羽
様
か
ら
も
ら
っ
た
御
書
を
）
所
持
つ
か
ま
つ
り
居
り
申
し
て
お
り
ま
す
。 
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（
意
訳
） 

一
古
少
将
様
（
池
田
光
政
）
が
出
羽
様
（
池
田
出
羽
守
由
成
）
の
御
知
行
所
で
あ
る
天
城
を
お
通
り
あ
そ
ば
さ
れ
ま
し
た
時
、
備
中
国
と
の
境
に
あ
る
笹
無
山
の
堤
防
上
に
て
徳
山
左
兵
衛
（
求
之

介
が
改
名
）
を
召
さ
れ
、
御
駕
籠
に
居
る
（
光
政
の
）
御
前
近
く
に
召
し
寄
せ
ら
れ
、（
徳
山
左
兵
衛
が
）
数
年
か
け
て
通
生
村
（
の
住
民
が
）
有
り
付
き
申
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
を
奇
特
に

思
し
召
さ
れ
た
と
の
御
意
を
な
し
下
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
（
主
君
と
家
臣
と
の
）
御
取
次
（
を
勤
め
て
い
る
）
松
浦
七
郎
兵
衛
殿
が
（
光
政
の
）
御
駕
籠
の
脇
に
お
り
申
さ
れ
ま
し
て
、

唯
今
の
（
光
政
の
）
御
意
の
内
容
は
徳
山
左
兵
衛
に
と
っ
て
は
冥
加
至
極
の
こ
と
で
、
あ
り
が
た
き
し
あ
わ
せ
に
存
じ
奉
る
と
の
意
向
を
（
松
浦
七
郎
兵
衛
が
）
お
取
成
し
申
し
上
げ
た
と
の
こ

と
で
す
。 

（
語
彙
・
固
有
名
詞
の
解
説
） 

・
池
田
光
政
（
一
六
〇
九
～
八
二
年
）
岡
山
藩
主
。
左
近
衛
権
少
将
の
官
職
を
持
っ
て
い
た
の
で
少
将
、
ま
た
は
通
称
と
合
わ
せ
て
新
太
郎
少
将
と
呼
ば
れ
た
。「
古
少
将
」
は
後
世
の
人
か
ら
み

た
「
昔
の
少
将
さ
ま
」
の
意
。 

・
笹
無
山
…
源
平
藤
戸
合
戦
ゆ
か
り
の
名
所
。
倉
敷
市
藤
戸
町
天
城
と
同
市
有
城
の
境
界
付
近
に
あ
る
。 

・
有
付
…
暮
ら
し
を
立
て
る
、
世
の
中
で
生
活
し
て
い
く
の
意
。 
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（
意
訳
） 

一
作
州
（
美
作
国
）
の
岩
屋
と
申
す

城
に
本
庄
大
和
守
頼
宗
と
申
す
人

が
居
ら
れ
ま
し
た
。
宇
喜
多
中
納

言
殿
（
秀
家
）
よ
り
（
岩
屋
城
を
）

お
取
り
詰
め
に
な
り
ま
し
た
。
岩

屋
城
の
南
、
坪
井
の
上
と
申
す
と

こ
ろ
は
、
江
原
兵
庫
助
（
親
次
）
の

陣
所
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
敵
が
伏

せ
勢
を
し
て
足
軽
を
掛
け
申
し
て

い
る
と
こ
ろ
へ
、（
宇
喜
多
家
臣
の
）

瀬
島
宗
四
郎
と
申
す
者
が
先
駆
け

を
し
て
（
攻
め
か
か
っ
た
も
の
の
）、

手
負
い
し
て
相
果
て
ま
し
た
。
敵

が
（
討
死
し
た
瀬
島
宗
四
郎
の
）
首

を
取
り
に
飛
び
掛
か
っ
て
き
ま
し

た
時
、
そ
れ
が
し
（
中
島
政
家
）
が

突
き
か
か
り
、（
敵
を
）
追
い
崩
し
、

（
瀬
島
宗
四
郎
の
）
首
を
取
ら
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
時
、
中
納

言
殿
の
小
姓
笠
原
右
衛
門
兵
衛
と

申
す
人
が
（
中
島
政
家
の
戦
い
ぶ

り
を
）
見
て
い
て
、
お
と
な
（
宿
老
）

の
岡
豊
前
守
（
家
利
）
へ
（
そ
の
様

子
を
）
語
り
申
し
ま
し
た
。
兵
庫
助

（
江
原
兵
庫
助
親
次
）
の
と
こ
ろ

へ
豊
前
守
（
岡
豊
前
守
家
利
）
よ
り

「
中
島
三
郎
丸
の
働
き
は
さ
て
も

さ
て
も
若
年
の
う
え
で
の
手
柄
、

貴
殿
（
江
原
親
次
）
も
御
満
足
の
こ

と
で
し
ょ
う
」
と
書
付
を
送
っ
て

申
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
し
は
児

名
（
若
い
こ
ろ
の
名
）
を
三
郎
と
申

し
ま
し
た
。
十
四
才
に
な
っ
た
こ

ろ
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

右
の
（
岩
屋
）
城
主
大
和
守
は
、
宰

相
様
（
池
田
忠
雄
）
の
御
内
（
ご
家

来
）
の
小
瀬
助
左
衛
門
の
叔
父
で

ご
ざ
い
ま
す
。
定
め
て
存
じ
ら
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
花

房
平
吉
殿
の
ご
家
中
に
（
こ
の
戦

い
の
こ
と
を
）
存
じ
て
い
る
者
が

数
人
い
る
と
思
い
ま
す
こ
と
で
す
。

 

（
語
彙
・
固
有
名
詞
の
解
説
） 

岩
屋
城
…
津
山
市
中
北
上
に
あ
る

山
城
。 

頼
宗
…
一
般
的
に
は
中
村
頼
宗
の

名
で
知
ら
れ
る
人
物
。
小
瀬
助
左

衛
門
の
叔
父
。
毛
利
氏
に
味
方
し

て
宇
喜
多
氏
に
抵
抗
し
て
い
た
。 

宇
喜
多
中
納
言
殿
…
宇
喜
多
秀
家

（
一
五
七
二
～
一
六
五
五
年
）
の

こ
と
。
備
前
・
美
作
ほ
か
４
８
万
石

余
の
大
名
。
岡
山
城
主
。 

江
原
兵
庫
助
…
江
原
親
次
（
？
～

一
五
九
八
年
）
の
こ
と
。
宇
喜
多
氏

に
味
方
す
る
領
主
で
岩
屋
城
に
ほ

ど
近
い
篠
葺
城
（
真
庭
市
大
庭
）
の
城
主
。
こ
の
時
点
で
の
中
島
政
家
の
直
接
の
上
司
。 

岡
豊
前
守
…
岡
家
利
（
？
～
一
五
九
二
年
）
の
こ
と
。
宇
喜
多
氏
の
宿
老
で
い
わ
ゆ
る
宇
喜
多
堤
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
人
物
。 

宰
相
様
…
池
田
忠
雄
（
一
六
〇
二
～
三
二
年
）
の
こ
と
。
は
じ
め
淡
路
の
領
主
、
後
に
岡
山
藩
主
。
参
議
の
官
職
を
持
つ
の
で
宰
相
と
呼
ば
れ
た
。 

伏
せ
勢
…
伏
兵
の
こ
と
。 

取
詰
…
包
囲
し
て
追
い
込
む
こ
と
。
城
攻
め
を
指
す
。
こ
の
岩
屋
城
攻
め
は
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
行
わ
れ
た
。 


